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こちら からさ、 やき の 声 や ノ —ト をめ くる 音 や 暗誦の 

眩き がお こって ゐ たが、 彼の 鼾が、 一番 ものものしく 

周囲の 空気 を 圧倒して ゐた。 その 時 向 ひ 側の 誰かが、 

ェ ヘンと いふ 如何にも 迷惑 さうな 咳 払 ひ を 発した。 す 

ると、 その 鼾声 は、 それと 全く 同時に ビタリと 止った _ 

私 は、 「醒めた のかな？」 とお もった。 休み 時間に 眠つ 

てゐ ようが、 笑って ゐ やうが 勝手な のに あまり あの 咳 

払 ひが 技巧的だった ので、 鼾の 男の 方が 寧ろ 感情 を 害 

して、 咳 払 ひの 男と 争 ひで も 起さなければ 好い がな 

ど、 不図 私 は 憂へ たりした が、 幸 ひ 彼 は 醒めた 気色 ひ 

もな く、 新聞紙 は ぴったりと 顔に 吸 ひついた ま、 で 音 



もな く、 たゾ 腹の 上の インク 瓶が 微かに 浮いたり 沈ん 

だり して ゐる だけだった。 

で 私は吻 つと して 更に 弁当 を つ 、v け やうと すると、 

しばらく 静かだった 彼の 鼾 は 間もなく また、 くま 蟬が 

徐ろに ぢりぢ りと 鳴き はじめる かの やうに 微かに 鳴り 

はじめた かと 思 ふと やがてう ねリを 含んだ 調子 を 出し 

て、 再び 物凄い とどろきに 移った。 —— すると また 先 

程の ノ— トを 験べ てゐた 神経質ら しい 蒼白い 学生が、 

今度 は 明ら さまに 憤つ として、 

「ェ ヘン、 ェ ヘン！ 叱 ッ！」 

と 舌 を 鳴らして 荒々 しく 立ち去って 行った。 同時に 



誘 はれた。 それで 私 は、 いっか 彼が 呉れた 害の 名刺が 

ノ ー トの 間に はさんで あるのに 気づいた。 私 は 自分の 

名刺な ど は 持たなかった し、 それに 下町の 方の 親戚に 

ゐ たので 要 もなから うと 無精 を 決め込んで、 その 時 も 

なま へ 

たゾ 早口で 姓名 を 答へ たま、 彼の 名刺 だけ を 貰 ひ 放し 

にして あつたの だが、 そんな こと も 負債の やうに 思 は 

れて 来た。 彼の 名刺に は 小 鐘 登と いふ 姓名の 上に X X 

大学 政経 科 一 一年生、 Y 県人会 幹事と いふ 肩書が 誌され 

て、 また 左 隅の 住所のと ころに は 東京 巿 —— 区 —— 町 

—— 番地 —— 方 —— 電話 —— 番と、 それだけの 文字が 

活字で 印刷して あって、 空所に、 時に 応じての 町名 や 



番地 数 を、 そして また、 必ず 何処かに 寄宿す る ものと 

決めて ゐる らしく 方と いふ 活字の 上に その 家の 姓 を 記 

入す る 具合に なって ゐた。 余程、 ひんぱんに 転居す る 

が 為な のか も 知れない が、 それ 位ゐの 手数 を 省きたい 

しるし 

ために、 それだけの 符号 だけ を 印刷して 置くな ど、 は、 

仲々 の 事務的な 人物な の だら うと 私 は 思った が、 が、 

窓から 空ば かり を 見 あげて ゐる 彼の 様子から 左う いふ 

きち やう めん 

規頂 面さ を 想像す るの は 六つ かしかった。 

XX 大学 政経 科 二年生 

> 県人会 幹事 



つたので 戸塚 町の 小 鐘の 宿 は 直ぐに 見当が つ いた。 

花屋と 薬屋の 間の 露地 を 突き あたった 古い 二階屋 

で、 格子戸の 脇に 「御 仕 立 もの 致します」 とい ふ 

木 札が さがって ゐた。 格子戸の うちに は、 女の 下 

駄が 土間 一 杯に 脱ぎ 散らされて 娘 達の さ > めき 声 

が 洩れて ゐた。 

私 は、 格子戸に 手 を 懸ける といつ しょに 稍 武張 

つた 音声で、 

「御免下さい。 小 鐘 君、 居ます か？」 

と 一 息で 訊ねた。 内側から 障子が 開かれる と、 

直ぐ そこの 居間で は 十 人に 近い 娘 達が 縫物に 専心 



して ゐる ところだった。 そして、 師匠ら しい、 襟 

のうしろ にハ ンケチ を あて 、 ゐる 老婦 人が、 

「小 鐘さん は 一 週間ば かり 前にお 越しに なり まし 

たよ ご 

と碌々 顔 も あげないで 答へ た。 そこで 私が 追 ひ 

かぶせて その 転居先 を 訊ねる と、 老婦 は 不承 無精 

に 立ち あが つ て 長火鉢の 抽出しから 小 鐘の 例の 名 

剌を 取り出して 私の 前に 置いた。 牛 込 区 馬場 下町 

XX 番地、 友田恭 平方と 書き入れて ある ま ゝを私 

は 手帳に 誌して、 そこ を 辞した。 早速 友 田 方を尋 

ねる と 煙草屋で、 主人の 恭 平らし い 親爺が、 三日 



つて ゐた、 V けなの さ ご 

「今度 は 何処へ 越す の？」 

「ぶら りと 外へ 出かけてから、 行き あたりば つた 

りに 探す の だ。 直ぐに 出かけよう。 みちみち はな 

す こと 、して 」 

小 鐘 は 小さく からげ た 夜具 包み を 無造作に 机の 

上に 載せて、 二人で 机の あとさき を 支へ て 出発す 

ると いふので あった。 

私 は あかくな つてし どろ もどろ だった が、 先に 

立って る 小 鐘 は悠々 として、 あちこち 二階 を 見 あ 

げたり、 俺 も 文科 を 志望 すれば 好かった など ゝゎ 



見に 来たと ころな の —— 」 

「え ッ、 小 鐘が 来て ゐるッ て！」 

私 は 夢中で 駆け出して 行った。 机と 夜具 包み を 

載せた 小さな 手車の 梶を門 先に 降して、 小 鐘 は そ 

れに 凭り 掛 つて 空 を 眺めて ゐた。 袴の 紐に は イン 

ク 瓶が ぶら 下リ、 懐ろ から はノ ） ^が はみ出して 

ゐた。 彼 は、 下町の 地理が 全く 不案内で、 朝のう 

かしま 

ちに 高 田 馬場 を 出発して あちこちと 借 間 を 物色し 

ながら 神楽 坂 を 降り、 九 段へ 出て 神田界 わい を ま 

はった の だが、 どうも 思 はしい ところが 見つから 

ぬので、 いっそ 私 を 誘って 手伝って 貰 はう と梶を 



「君と は 婚約で も あるの か？」 

「冗談 ぢ やない、 悉く 趣味が 合 はな いんで 喧嘩ば 

かりして ゐる仲 さ。 それ はさう と 俺の 部屋へ 上ら 

うよ。 三階 だから 平気 だよ ご 

「さっきから あの人に さんざんす、 めら れてゐ た 

ん だが、 厭に 体が 震えて 駄目なん だ。 俺 は 帰る 

よご 

「泊って 行けよ。 明日で も ー処に 探しに 出て やる 

ゝ ！ J o - 

力、 ら 」 

「この 車 は 買つ たんだよ、 古いの を —— 」 

毛織物の 輸入 商であった 其処の 店で 小 鐘が 働く 



とやら 涯 しもつ かぬ やうな 気がして、 私 は 憮然と 

した。 

翌朝 珍ら しく 輝 子 は 早 起して、 学校へ 行く 振り 

で 靴 を 穿き、 私と 伴れ 立った。 

「妾 は、 小 鐘さん が、 やつば しほんと うに 好きだ 

とい ふこと が、 今にな つて、 だんだん はっきりし 

て 来た わご 

「彼 は 意志が 強くて、 男性的 だ ご 

「今日、 会へ なかったら 妾 はとても 苦しくな りさ 

うだ わご 

おや/ \！ と 私 は その 時 思った。 私達 は 戸 



笑 はさう と 努めた が、 一 向 効め もな く 彼女 は 憂 ひ 

に 満ちた 眼で 凝つ と 小 鐘の 名 剌を視 詰める ば か り 

であった。 

下戸 塚 を 二 軒 訊ねて、 それから 戸山 ケ原を 横切 

つて 大久 保へ 渡った が、 そこで 更に、 彼 は 高 円 寺 

の 先の 何某と いふ 寺に 移った と 聴かされた 時には、 

私 もがつ かりして、 耳の 底に 追 ひ 切れない 彼の 車 

の) J ろご ろと 鳴る 轍の 空音 を 感ずる ば かりだ つ た。 

くた び 

「輝ち やん、 足労れ たらう ご 

「い、 え、 ちっとも 」 

と 輝 子 はかぶり を 振った。 女学生の 癖に 男の あ 



げて、 

「h な 里 h な 里 I 

I /、愛 /-fc 」 

と、 撥 釣 籠の 向 方の、 夕陽 を まともに 浴びて 赤 

く 光って ゐる離 室の 障子に 向って、 救け でも 呼ぶ 

かの やうに 叫んだ。 —— 昼寝の 夢が たくまし いの 

か？ 呼んでも 呼んでも 小 鐘の 返事はなかった。 

「輝ち やん、 お前 呼んで 御覧よ、 あいつ は 屹度 空 

呆けて ゐ るの かも 知れない から ご 

私に 云 はれて 輝 子が、 「小 鐘さん、 小 鐘さん —— 」 

と 呼ぶ と、 本堂の 方から 若い 住職が 現れて、 輝 子 

の 姿 を じろ くと 眺めながら、 小 鐘 はほんの 前の 



晚に 急に 引き あげて 国に 帰った 由 を 告げた。 

「 」 

夏草が 一 杯に 繁 つて ゐる 夕陽の 中に、 ぼつと 

た、 V ずむ で ゐる輝 子の 姿が、 煙り を はらんで 幽霊 

の やうに 美しく 私の 眼に 映った。 私 は、 その 時 促 

す こと さへ 怖る ゝ 心地で 彼女の 姿に 吸 はる ゝ やう 

に 見返って ゐ たが、 そして その 時 何ん な こと を 話 

し、 何ん な 風に して 帰った か、 悉く 忘却した が、 

あの 瞬間の 彼女の 瑰麗な 氷の やうな 印象 は 今も鮮 

やかで ある。 それ は 眼の あたりに 見る 彼女の 姿 か 

らは 想像 も 及ばない 不思議な 画像で ある。 
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